
令和８年度山口県芸術文化振興奨励賞

1982年 十三代田原陶兵衛の長男として生まれる

2005年 東京藝術大学美術学部卒業制作展 菅原賞

2007年 東京藝術大学大学院美術研究科彫刻専攻 修了

2010年 美濃にて修行（豊場惺也先生に師事）

2011年 父の許、作陶に入る

2016年 日本伝統工芸展 入選（～9回）

　〃 山口県美術展 優秀賞

2017年 京畿国際陶磁器ビエンナーレ2017 驪州テーマ別展示

 出品【韓国】

2018年 エッフェル塔茶会【パリ/フランス】同2024

　〃 リヨン市庁舎にて作品展示・講演【リヨン/フランス】

2019年 山口伝統工芸展 日本工芸会山口支部長賞

2020年 日本陶磁協会現代陶芸奨励賞中国・四国展　奨励賞

2022年 法基陶磁国際公募展　大賞 【韓国】

2023年 現在形の陶芸 萩大賞展 佳作

2025年 白き流れのままに　萩　田原崇雄展【緑ヶ丘美術館/奈良】

略歴・業績

Tahara  Takao

美術／陶芸

長門市

田 原 崇 雄

今後の抱負
このたびは山口県芸術文化振興奨励賞を賜り、誠にありがとうございます。

陶芸を生業とする家に生まれ、家業に従事するため実家に戻り、気づけば１５年が経ちました。

古い陶片から着想を得て独自に調合し作り出した「流白釉」をはじめ萩焼の伝統的な素材を用いながらも自分なりの新しい萩焼の

魅力を表現してまいりました。

これまでの活動を評価していただき

大変光栄に感じるとともにこれまでお

世話になった皆様に心より御礼申し上

げます。

今後はこれまで以上に作陶の道に

精進を重ね、萩焼の魅力を多くの人に

感じていただけるよう、茶道、地域イ

ベントなど様々な活動を続けてまいり

ます。

今後ともご指導賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。

「白き流れのままに　萩　田原崇雄展」展示風景

緑ヶ丘美術館(奈良)2025年
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令和８年度山口県芸術文化振興奨励賞

略歴・業績

1979年 山口県長門市（旧・大津郡三隅町）生まれ、独学で絵画制作を開始

1999年 ギャラリー伝（東京）にて初個展開催

2006年 「VOCA展2006」（上野の森美術館、東京）参加

2007年 「HEART2007」（山口県立美術館・山口県文化連盟・山口県

 教育委員会企画、山口）参加

2009年 第64回山口県美術展覧会 佳作受賞 / 第13回前橋アートコンペ

ライブ グランプリ受賞

2012年 ロイドワークスギャラリー（東京）にて個展「Vitalism」シリーズ

 開始（以降毎年継続）

2015年 平塚市美術館「ペコちゃん展」（神奈川）参加 / アーツ前橋

 パブリックコレクション収蔵

2016年 BSフジ「ブレイク前夜～次世代の芸術家たち～」出演（9月13日放送）

2020年 星野リゾート 界 長門（山口）メインロビー作品制作

 （コミッションワーク）

2022年 日本テレビ「THE ART HOUSE～そのアートは100年後に

 残せるか～」出演（3月5日放送）

2024年 Suomei M50 Gallery（上海）にて個展「Vitalism 新生」開催 /

初の作品集「Vitalism」刊行

2025年 横浜そごう美術館「ブレイク前夜 in Yokohama」（神奈川）参加

2026年 木原千春展「Vitalism STIR」日本橋三越本店 本館6階 美術

 特選画廊（東京）にて作品数40余点による個展開催 Kihara  Chiharu

美術／絵画

東京都（長門市出身）

木 原 千 春

今後の抱負
このたび、故郷である山口県より山口県芸術文化振興奨励賞を賜り、心より感謝申し上げます。

幼い頃から見てきた山口の自然や空気、人の温かさは、今の自分を育ててくれた大切な原点です。

私は作品を通して、言葉では表しきれない生命の原初的な力強さや、その美しさ、根幹を描き続けてきました。

絵を描くことは、絵画の追求だけでなく、人の心や生き方、人間の可能性の開拓でもあると感じています。

だからこそ、人として生まれ、

この道を歩めることを幸せに

思っています。

これまで支えてくださった皆

様への感謝を胸に、これから

も故郷への敬意を忘れず、一

枚一枚に真摯に向き合いなが

ら、山口県の文化芸術の魅力

を国内外へ届けられるよう精

進してまいります。


